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今回ＮＨＫ大河ドラマ『鎌倉殿の１

３人』で私たちの偉大な先人和田義盛

が描かれていることに驚きました。

鎌倉と飛騨の結びつきは源頼朝の命令で大威徳寺【下呂市】が建立さ

れたこと、和田義盛が桜の木を植えたこと、飛騨の瀧村で木地師・吉兵

衛の娘をめとったと伝えがあり、これらの資料が飛騨に伝わっている。

義盛の孫の朝盛の名前が頼朝の「朝」を授かり、父・常盛の「盛」を

受け継ぎ非常に期待されている。朝盛の妻は讃州今津田中氏の娘信子で

あり、弘法大師の影響が大きかった。和田合戦で義盛が敗死し、義盛の

長男・常盛が甲斐の国で自害した。この事により和田一族が滅亡した。

由比ケ浜に義盛一族の五輪塔がある。

朝盛［義盛の孫］が一門の再起を願い義盛の妻の生地飛騨の瀧村へ入

村した。遅れて義盛の三男朝比奈義秀も入村している。

これからは朝盛の四男朝正の話になります。朝盛が七十歳前後にでき

た子供が四男・朝正です。朝盛が鎌倉の出来事、また飛騨へ来た事実な

どを話し立派な人間になってもらうために瀧村遍照寺で修行させた。父

朝盛の期待を背負って京都の泉涌寺で修行し、これからは大阪河内長野観心寺での出来

事になります。飛騨の瀧村から出てきたことを思い出し瀧覚坊と名乗っていました。観

心寺で楠木正成と運命の出会いがあった。当時の楠木正成は幼名多聞丸であった。正安

３年４月１１日師弟の関係ができた。正成は、１５歳まで瀧覚の考え・弘法大師の教え

・人の道などをしっかり学んだ。

後醍醐天皇は鎌倉幕府の倒幕計画を立て楠木正成

の人間性・能力を高く評価し勅命し、正成は千早城

で挙兵する。瀧覚にとって鎌倉幕府（北条一族）は

和田一族の仇である。楠木正成、足利尊氏、新田義

貞らが協力し１３３３年鎌倉幕府が滅亡した。

なお、北条氏の末裔である北條良樹さんは現在飛

騨の高山に住んでいる。また和田氏の末裔である和

田桂勝さんは家号平左衛門を受け継ぎ、現在高山で

暮らしている。生井町に住んでいる和田氏は家号七

兵衛を筆頭に同族一族である。これらの元は鎌倉時

代に活躍した和田の祖義盛から続いている。

朝正は観心寺へ行き天皇中心の教えを楠木正成に

伝授した。西郷隆盛は楠木正成を研究していた事実

があり、この天皇に関する考えが西郷隆盛に影響を

与えた。
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和田氏と瀧覚坊
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鎌倉と飛騨とのつながり

鎌倉街道として下呂から飛騨（高山）を通り、長野・山梨を経て鎌倉へと通じる街道

が過去にあったそうです。下呂御厩野には源頼朝の命により大威徳寺が建立されていた

跡地があります。地名に「御」がついていることから頼朝の所領他の可能性があるので

はないかと私は考えております。

上記は飛騨の資料です。鎌倉に裏付けの資料があればさらに鎌倉と飛騨のつながりが

分かります。現在、北條（北条）と和田の末裔の方が偶然にも飛騨の高山に住んでおら

れます。

シンボルマークとして鎌倉の（義盛の）五輪塔、飛騨の乗鞍のふもと（朝盛が入村し

ていた）、大阪の楠木正成が天皇から拝領した菊水の旗印（瀧覚坊と正成の関係）の３

点が鎌倉・飛騨・大阪（河内長野）の接点になると思います。

飛騨の裏付けの資料

大阪（河内長野）観心寺の資料

大阪府遺跡調査員

富賀鹿蔵『大日本楠公会』

観心寺

永島龍弘名誉住職『高野山真言宗遺跡本山観心寺』

大阪四條畷市立教育センター

［℡０７２－８７８－００２０］

久留島武彦著『大楠公と恩師瀧覚坊』

元観心寺にあった古文書に

「瀧覚房 僧侶者 飛騨之産。和田朝盛之四男、

朝正者遍照寺之弟子也」と記載されていたが、

現在散逸している

観心寺にある過去帳

１９４２年作の瀧覚坊の仏像 荻野仲三郎の新開記事

大日如来像 瀧覚坊と楠木正成の６００年御忌の写真

古い鎧通し ふるさと紀行

古瀬戸摺鉢観音厨子 和田氏累代の墓

木の古い箱 北條（条）氏の末裔の方の新聞記事

和田瀧覚坊師の略伝

大威徳寺 朝盛一行が飛騨入村

和田家系図 和田朝盛の紹介

義盛が桜を植えた
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飛騨の出来事

和田合戦［１２１３年］に敗れて義盛敗死の後、朝盛をはじめとして和田一門の人々

は鎌倉から義盛の妻の生地である飛騨を目指して来たという事実が文献に記載されてい

る。瀧村遍照寺跡があり、寺に伝わっていた大日如来像も現存している。和田家累代の

墓は古い五輪塔が五基残っている。

鎌倉時代と思われる古瀬戸の摺鉢観音厨子があり、正面屋根の三日月形は月光菩薩を

示すと思われる。また菩薩厨子とは別に古い鎧通し、木の古い箱が遺品として残ってい

る。

朝盛の四男朝正は瀧村で生まれている。父朝盛は鎌倉の出来事を話し遍照寺に預け、

学問と人の道など多くのことを学ばせた。父の期待を背負って京都の寺へ修行に行った。

現在、和田氏は義盛の祖平高望と官位左衛門の家号和田平左衛門を代々受け継いでいる。

大阪河内長野の出来事

瀧覚坊と楠木正成の関係書物は以下の二つがある。

昭和１２年 富賀鹿蔵著『大楠公と恩師瀧覚坊』

昭和１８年 久留島武彦著『忠魂と師魂』

観心寺や楠木正成［幼名・多聞丸］と瀧覚坊のことが記されている。

後醍醐天皇は鎌倉幕府の倒幕計画を立て楠木正成に勅命し、正成

は千早城で挙兵する。瀧覚坊にとって鎌倉幕府［北条一族］は和田

一族の仇である。鎌倉幕府は１３３３年滅亡した。なお、北條（北

条）氏の末裔である北條良樹さんは現在岐阜県高山に住んでいる。

鎌倉の出来事

源頼朝の命令で大威徳寺（岐阜県益田郡竹原村大字御厩野［現在

の下呂市］）が建てられた。和田義盛が桜の木を植えた。飛騨山住

木地師の娘を妻に望んだと記載がある。

観心寺にも義盛は瀧村の吉兵衛の娘をめとったと伝えがある。ま

た義盛は孫の朝盛には頼朝の「朝」と自分の「盛」をつけている。

三浦一族で筆頭となり北条と行き違いがあり和田合戦で義盛は敗死

した。義盛の妻の生地である飛騨へ落ちて来た。

↙
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和田義盛 生誕１１４７年 死没１２１３年

祖平高望。官位左衛円尉。三浦義明の孫で、義明は源氏再興に殉じた。この義明の決

断で三浦一族の勢力を保ち頼朝の鎌倉幕府創業に尽力し功臣・初代侍別当になった。

大威徳寺は岐阜県下呂市竹原町。源頼朝の命令で建てられた。義盛は桜の木を植えた。

この時代における交通は三佛寺城より鎌倉へ行路とる者は瀧村岩井村朝日村高根村長

野県山梨県鎌倉へ行く重要路であった。

飛騨の山住木地師の娘を妻に望んだとの記載がある。観心寺内にも義盛は瀧村の吉兵

衛の娘をめとったと伝えがある。

和田常盛［義盛の長男］ 生誕１１７２年 死没１２１３年

弓の名手だったと伝わり和田合戦において一族と共に戦うが敗れて甲斐国へと逃れ、

朝盛に和田一族の今後の事を託し北条の追撃をかわすため横山時兼らと共に自害した。

享年４２歳。

和田朝盛［常盛の長男］ 生誕・死没不明 瀧村で死亡

源頼家。実朝に近侍した。芸能に優れ、建保元［１２１３］年２月には新設の学問所

番衆に選ばれる。４月出家。５月和田合戦に加わる。敗れて甲斐国逃れ、父常盛は自害

した。その後は和田一門の人々は義盛の妻の生地である飛騨の瀧村へ入村した。その後

義盛の三男朝比奈義秀も入村している。瀧村で四男の朝正を七十歳前後で誕生している。

瀧村には裏付け資料がたくさんある。和田家ゆかりの古い五輪塔は現在においても存

在している。朝正を遍照寺へ預け和田一族の話を伝え人の道を教えた。８０歳以上生き

たと思われる。

和田朝正［朝盛の四男］ 生誕１２６４年

死没１３３７年

父朝盛から過去の経緯を聞いて瀧村遍照寺で

修行し、時を経て京都泉涌寺で祐学と名乗って

いたが、観心寺では瀧覚坊と名乗るようになっ

ていた。故郷の瀧村を思い出してつけられたと

思われる。歳月が経ち、大阪の観心寺を訪れた

ことから楠木正成と劇的な出会いをした。

瀧覚坊［朝正］は少年期の楠木正成に四恩の

大切さを教えた。瀧覚坊と観心寺との繋がりは

観心寺の過去帳に「大法師瀧覚 飛州瀧の産

遍照寺之弟子也 和田朝盛 子朝正 中院７３

歳［延元２年３月］」とある。瀧村のことは朝

正にしか分からないことである。


